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、結核免疫 ト網状織内皮細胞系 トノ關係

ご、腸ギチフス」菌免疫 ト網状織内皮細胞系トノ

關係

三、葡萄状球菌免疫 ト網状織 内皮細胞系 トノ闘

係

第三、結 論

緒

発疫墨的方面 ヨ リ造血臓器 申 ノ網 歌織 内皮細 胞

系 ガ抗磯 産生 二關 シ重要 ナル役 目テ有 スル コ ト

ハ周知 ノ事實 論 シテ、 コ レガ網 駄織 内皮細 胞系

ノ機能 ノ研究 二就 テ ノ業績枚墓 二逞 ナ シ。

パ スツー一ル及 コツボニ依 リ見疫學 ノ基礎 的研 究

登表以來0免 疫艦産生 ノ源泉 ノ研究 二關 シテ多

鰍研 究者 二依 リ研 究 サ レ.今 日網 状織 内皮細胞

系 ガ琵疫膿 産生 ノ基 地 トシテ重要 ナル意 義 テ有

ス ト言ハ レテヰル窃一般 ニ コ レテ刺戟 シテMソ

ノ機能 ヂ興奮 セ シムル時ハ発疫禮 産生 テ旺盛 ナ

ラ シメ、 コ レヲ栓塞 シテ機能 テ鋤 限 セシムル時

ハ、免疫 艦産生 ハ坤 制 セ ラル ト言 ハ レテヰル0

喰 菌現 象ノ)チ 訟 コフ氏説 ヨ リ來 リ、Wright

u。Douglas(1903-1904)ハ 白 血球 ノ示 ス喰菌現

論

象 テ「オプソニン」二因ル ト言ヘ リ♂オプソニン」

作用ハ補艦 ト蔓囁禮 トノ共同作用二依 リテ起ル

ONeufeldu。H廿ne及 泰氏等其他 ノ研究者

二依 リテ唱ヘ ラレ、大谷氏ハ拘構酸曹達ガ血液

又ハ血漿 テ使用 シテ喰菌現象 テ検 シ、喰菌捉進

物質 ヲ主張 シタルモ、絢構酸曹達溶液 ノ作用ニ

ョリ健常喰菌カ ガ…定度減弼ス、 即チWright

民「オプソニン」喰菌作用ハ、健康者、患者間二

相違 テ殆 ド認 メズ、絢構酸ガ血液 ノ喰菌作用ハ

拘構酸曹達 ノ爲 メニnormalopsoninノ 作用

ガ阻止サ レ特異発疫反慮 トシテ、診断的贋値大

ナ リ。

網状織内皮細胞系 ノ機能研究二網状織内皮細胞

系ヲ栓塞 シ細菌発疫 ト網状織 内皮細胞系 トノ關
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係 ヲ喰菌現象 ヨリ見 タルモ ノ少 ナ ク。Elvidge

氏 ノ・健 康家 兎二石英及 墨汁 テ以 テ、網歌 織 内皮

細胞系 ヲ栓 塞 シ、葡 翻 犬球 菌 テ以 テ試験 内二於

テ喰菌現象 ノ消長 ヲ観察 シ、環 塞物 質ハ、rオ

プソニ ン」供給 源 タル網錘犬織 内皮細胞 二 働 キ ソ

ン機能 ヲ無力 ・:一スル コ トtaヨ リs血 清 中」 オ

ブソニンJノ 鋏乏 ヲ來 シ 白血球 ノ喰菌能 力 テ滅

退 セ シム.コ レニ健常血清 テ加ヘ ル 鶯 トニ依 リ

代償 サ レル、 「オプソニ ンン ・明確 ナル化墨的物

質 ナ リ ト述 ベ テヰル。

我 々ハ、網 黙織 内皮 細胞 系 ガ細菌見疫 トノ間 轟

如何 ナ ル閣係 ヲ持 ツカ、大谷 氏法 二依 ル喰 菌現

象 ヨリ結核 免疫 ノ潰長 華試験 シ腸 「チフスJ及 葡

萄駄球菌冤疫動物 轟於 テモ同様 ナル成績 ヲ喰菌

現象 ノ上 ヨリ見 ラル ・カ、凝 集反慮 ヲモ行 ヒテ

比較検討 セ リ.

第一、實験材料及實験方法

1、 試験動 吻

全艦 ヂ通 ジ盟重2500瓦 一3000瓦 ノ家 兎 テ使 用

ス 肇

2、 使 用菌株

結核菌.牛 型 ぐ三輪掬

腸「チフ勺 菌、H.901株

葡萄封犬球菌、Denis.株
ダ

3,栓 塞 物質

多藪研究者 ガ網 状織 内皮細胞 ノ機能 研究 二墳塞

法テ用 ユ。 コ レユハ墨汁 ヲ使用 セルモ 績 乏モ多

シ。組織球性細胞 二捕喰 セラ レ叉物 理化學 的 轟

極 メテ安定 ニ シテ 他 ノ細胞 ハ 醐與 セズ ト大 澤

氏、南氏等述 ブ、我等 モ 叉 墨汁 プ使 用二供 セ

リ。墨汁液ハ次 ノ如 ク シテ製 ジタ リ.

普通開明墨汁 ヨリ精製 セ ラ レタル可及的混合物

少キ「開明墨 ノ華」ザ選 ビ、 コレヲ乳 鉢 ニテ研 磨

シ生理的 盒盤水caテ 比重1020ト ナ ル迄稀繹 シ
、

コレテ濾過紙2枚 ヲ以 テ2同 濾過 シ試験 管 二分

注囁氏100度1時 間滅 菌 シテ使 用 入.

4、 喰 菌試験

大谷氏 ニ ヨル絢構酸加血液 ノ喰 菌現象 ニ テ試験

セリ、

イ、検査用器

硝子毛細管 ハ使用前直径約?糎 ノ硝子管 ヲ1日

間水道水 ヲ流通 セシメ硲子 管内壁 ヲ充分 二瀕 條

シ、充分二水分 ヲ去 リテ毛細 管 ヲ製造 セ リ
.

ロ、絢構酸 曹達

小嶋製 ノ絢鴇酸 テ0.85%生 理 的食盤水 ニテ2

%、3%ノ2溶 液 ヲ作 リ濾KEuaテ 濾 過 シ囁 氏

100度1時 間滅菌 シテ使用 ス"

ハ、 菌浮游液

結核 菌俘游液

家 兎発疫 二抗原 トシ テ使 用 セル牛型結 核菌(三

輪掬 ガ グ リセ リンブ イesン 」3週 聞培 養 テ取

リ囁氏80度 二1時 間力嚥 殺 菌 シ、隙 トヲ去 リ滅

菌生理的食蜷水 ニテ3隅 洗1條L、 後濾紙上 ニ テ

充分 二水分 議去 リ璃瑞 乳鉢 ニテ研磨 シ0.85勿 生

理的食繋駄 ヲ加 ヘテ濃厚 ナル乳捌 トナ シ、 コ レ

ヲ2000廻 轄 遠 ・ひ器 ご一20--30分 塵 置 シ、 中間1轡

ヲ毛細 ヂピベ縫 」ニテ探 取 シ、O.85%生 理 的食

盤水'以 テ白色葡葡状菌1cc、2m9ノ 食 騒水浮

游液 ト同穫 度 ノ濃度 トナ シsコ レ轟同量 ノ3%

機 縁酸曹 達溶液 ヲ加 フ、 即 チ1.5%ノ 絢 櫨酸曹

選 テ含有 スル菌浮游液 ナ リe隷.レ デ ア ンプレ」

・一…一分注 シ囁 氏65度30分 宛3日 聞滅菌 シ、氷室

二貯藏 シ同一菌液 ヲ以 テ試験 セ リ
縫

腸fチ フ勺 菌浮游液

H・901菌 株 ノPH7.2ノ 普 通寒 天斜面20時 間

培養生 菌 ヲ(1)ハ1。5場 絢擶 酸曹達加食盤水ec-

(2)ハO.5ん 「フオルマ リン」hn生 理的食盤水 二

浮游 セ シへ 後者 ハ2時 間卿卵 器中 二牧 メ菌 華

死滅 セシメ、次 デ30⑪0廻 轄 ユテ30分 間遠 心沈

澱 シ、沈渣 ヲ2同 生 理的 盒盤水 ヲ以 テ洗際 シテ

「フオル マ リ ン」ラ除去 シ
、後1.5%ノ 絢 鵜酸曹

達加食盤 水 二 浮游 セ シ人 爾者共1000廻 韓 ニ

テ1分 間遠心沈澱 シ,其 ノ上層液 テ取 リ菌浮遊
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液 トセ リ。 濃 度ハ1cc・ ・2mgト ナ シ、使 用時

毎 ニー新 ラシク作 ル雛

葡萄状 涼菌浮游液

Denis菌 株 ノpH7。2普 通寒 天斜面20時 間培 養

ノモ ノテ1.5%絢 櫛 酸曹達 加食盤 水二浮游 セ シ

メ,コ レヲ1000廻 轄 二1分 間遠心沈澱 シ、其 ノ

上層 液 ヲ ト リ菌液 トセ リo濃 度 ハ1cc・ ・1mg

トナ シ使 用時毎 二作製 セ リ.

2、 實瞼衛 式

家 兎 ノ耳翼 ノ静脈 テ穿創 シ歴 ヵ テ加 ヘ テ押 出 ス

コ トナク自然 二流 出 ス ㌦血液 テ囁iリ タリge其 レ

ニ ハ豫 メ2%・ 拘櫨酸曹達 加食鞭水 テ1容 量 入

yシ 毛細管 ニテ2容 量 ノ1血液 ヲ取 り、毛細管

内容 ラfパ ラフsン シャー レJas一テ充分混和 ス。次

デ記號 テ附 シテア ・レ清潭 ノ毛細管 ヲ以 テ菌液 ノ

1容 量 ト血液2容 量 ラ取 リテザパ ラフィンシャー

Y」上 二吹 出 シ、3-4同 反 覆 シテ良 ク混和 シ最

後 二全部 毛細管中 二吸引 シ末端 ヲ封 ズ.斯 クシ

タル毛細管 「ピペ摘 」テ37度 ノ重盧煎 中二30

分 置 キ,後 毛細管 内容 テ「・賜 フィン茜 一 レ」上

二吹 出 シ、良 ク混 和 シ其 ノ1滴 テ清拭 脱脂 セル

「オベ ク1・グラス」上 二置 キ、他 ノ「オベ ク トグラ

ス」ニ テ覆 ヒ速 二斜 二引 ク時 ハ薄 キ塗抹標 本 ヲ

得 ルeコvテ 「メチール アル コー ル」二3分 固

定 シ、 後結核 菌 ハ チール ネルぜ ン氏液 ニ テ45

痩 前後 ニ テ15分 染色 一1}後196盤 酸 「アルコー

ル」ニ テ 脱 色 シギー ムザ氏液 ニテ複染色 ス。腸

「チ フスJ菌,及 葡萄状球 菌 ハ,固 定後 ギー ムザ

氏液 二10分 一15分 染 色 セ リe

ホ、喰 菌度算定法

中牲多核 白血球、大 輩核細 胞 及移行型 、100個

ヲ敏 ヘ ソ ノ中喰菌 セ ル細 胞撒 テ以 テ喰 菌度 トナ

シ、 同時 二喰菌 サ しシ菌撒 テ示 シタリ、帥 チ表

中分子 ハ菌撒 ニ シテ、分母 ハ喰菌細胞 テ示 スモ

ノナ リ.捕 喰 締 しタル菌 ガ集團 トナ リ居 ルモ ノ

ハ、 コ レテ1澗 トシテ計算 セ リPt白 血球 ガ多激

菌 デ捕喰 シテ原彩質 二充満 セルモ ノモ総 テ1個

ト シテ算定 セル なメ喰菌現 象二就 テ ノ從 來 ノ報

害例 二比 シ喰菌藪低 キモ ・ト思 ノ・ル。菌 ト白血

球 ドF等 二存 在 ス1レ部 位 テ選 ミテ算定 シ.白 血

球 ニ シテ何型 二驕 スカ判断 二苦 シムモ ノハ除外

シタ リ籍

5、 凝 集反癒

腸 ヂチ フス」菌,葡 萄黙球菌Ptヨ ル発疫血清 ・囁

氏56度30分 願熱 シテ非動 性 トセルモ ノ斗使用

シ、 通常一般 二使 用 サルル モー ル リヒ氏倍量稀

繹 法 ニ ヨヌし、而 シテ抗原 トシテ使用 セル菌株 ノ

普通 寒天培 養20時 間 タ生薗 ヲ以 テ、凝集贋 ヲ側

定 セ リ.葡 萄 状球 薦発疫血清 二 於 テハSlid凝

集 反鷹 二依 リテ行 ピタリ。

第二、實験成績

一、結核免疫 ト網 状織 内皮細胞 系 トノ關係

健康 ナル家 兎10匹 ラ 選 ミ、 先 ヅ白血球ノ 牛型

結核菌 二封 スル喰 蘭黙態 テ検 ス西二、李均5%

前 後 ニ シテ10%以 上 ノモ ノナ カ リキ、 其 所二

於 テ牛型 結核 薗(三 輪 榛〉 ガ グリセ リンブイ ヨ

ンJ培 養3週 間 ノモ ノヲ 取 リ、璃璃乳 鉢ニ テ研

癬 シ、生理的 食盤 水ニ テ乳剤 トナ シ、健康家兎

10匹 ノ右側大腿部皮 下 二 第1表 甲`=示xanク

0.5ec(1mg>ヲ 接 種 シ、 後喰 薗現象 テ見 タルニ

菌接種後4週 後 ニ ハ著明 ナル喰 菌穫 ノ上昇 テ認

メタ リ、

但 シ此 ノ第1表 中No.17、No.19二 白 血球 ノ

破壌 ア リ、 眞 ノ成績 ト言 ハ レズ、

次 二接種 後1ケ 〔経 テ試駈註動物 ヲ2組 二a分チ、

第1組 ノ5匹 二 毎 日1回5cc宛14同 墨 汁 ヲ耳

静脈 二注射 シ/日曜 、祭 日ハ休Zタ の 其 ノ最後

ノ栓塞 ヨリ7日 後、 第1組 封 照家 兎 ト共 二喰菌

現象 テ見 タルニ第1表 ノ如 ク、結核菌接種後網

獣織 内皮細胞 系 テ栓 塞 セルモ ノハ、封照 二比 シ

著 明 ナル喰 菌傘 ノ低 下 テ示 シタ リ、殊 二No,3

一於テ噛 接灘 垂 テ示セルモノガコげ 環

塞 セルへ0ノ 喰菌度 テ示 シタ リ。 封 照動物二
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第1表mp>結 核菌 ヲ以テシタル試験成績

備考

於 テハ第1同 喰薗試験 成績tl殆 ド同等 ノ成績 ヲ

示 セリ.次 墳 塞後3週 後、4週 後、5週 後 ト喰 菌

現象 テ見x喰 薗度 ノ浴長 テ親察 スルニN◎.ユ8、

No・3、No、10ノ ・3週 後 二 於 テNo.17・ ・4週

後 二於 テ、喰菌 力 ノ恢復 セル如 キ モ封照 二比 シ

爾 ホ喰菌 度低%撚 シ封照動物 二 方々 テモ次 第二

時期 ト共二喰菌力低 下 シ行 キ.菌 接種後3ケ 月

二至 レバ填塞 セ ルモ ノモ
、 セザルモ ノモ ソ ・喰

菌率轟大差 ナキニ至 の.コ レ墨汁 ニ テ網蕩犬織

内皮細胞 系 ヲ墳塞 侵害 セ シヘ ー時喰 薗力低 下

セルラ見タルモ、時 日ノ纏過 ニ ツ レ、網 状織 内

皮細胞 ノ機能恢復 ス庇 ノ ト思 ・・ル、然 シ完全

ナル機能恢復 ハ望 マ レヌガ如 ク思 ハルゆ 薗接種

後3ケ 月孚経 テ此 レラ剖 検 シ、 病慶程 度 テ肉眼

的二検 シ、墨汁群 ト封 照群 ト比較 セルニ、各例

分母・・喰菌細胞鍛、分子ハ喰菌撒×ハ不良標本

ヲ通 ジ著購 ナル病漿 ヲ認 メタル・櫛 臓 ニ シテ殊

二、 墨汁注 入群 二於 テ病竈 形成著明 轟 シテ
、一

見「葉 ぼたん」ヲ見 ル ノ観 アリ。腎臓 ・・No.10

噸 塞)Nα2⑪/封 照♪テ除 ク ト禦粒大 ヨ リ止針頭

第1表 く乙)結 核菌接種家兎解剖成績

別 ・

箪 璽
璽甲晶

組 動物番號…鵬 肝麟 購

汁__._
・」:

入

甫
一1

第翁
ご 照1

群1

.ごt.… 」 竺_-.覧 」+;

10十 什 一 一
　 ま 　

症.世 一 一3　　 　　　 　
18柵 十?}一 一

__1

29

一至

6
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三
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一
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7『

÷

⊥
+
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十ト
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十
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十
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大 ノ結節 ヲ認 メ、 コ レモ墨汁注 入群 二於 テハ肉

眼的 多 シ、叉No.3、No.18ノ ・肝臓 及脾臓 二粟

粒大 ノ結 節2-3ケ 認 メ タリe爾 腸間膜及肋膜

心嚢膜 二結節形成 ヲ全例 ヲ通 シテ認 メタリ。

(第1表 乙〉

コノ剖検 ニ ヨ リ結核獲 化 ハ栓塞後 ノ喰菌農 ノ消

長 ト…一致 セル成績 ヲ得 タリ.
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「ツベ ルク リン」反鷹{多以 テ検 シタルニ
、網 歌織

内皮細胞系 ヲ侵害 セ シメ タル試獣 ノ・封 照群 二比

シ、結核過敏性 ノ形成微弱 ナル ヲ認 メ、 渡邊傳
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ヲ減弱 セ シム コ トヲ認 メタリ ト言 フ。余等 ノ成

績 モ是等 ノ人 ノ威績 ト好 ク…致 シタ リ.

2、 腸 「チフス」菌冤疫 ト網欺織 内皮細胞 系 トゐ

閣係

先 ヅ5匹 ノ健 康家 兎二就 テヂホルマ リ ン」塵置菌

液 ヲ以 テスル喰薗卒 テ検 シクルニ大艦第2表 ノ

如 シ。
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合 ト、 「ホルマ リン」塵置菌 テ使用 セル場

合 トヲ比較 シタルニ、第3表 甲 ノ如 久

ソノ爾者 ∴大差 ナキコ ㍗ヲ認 メタ リ。杉

江氏 ガfフ オルマ リン」ラ以 テ殺菌 セル菌

液 ラ用 フルモ生薗 ヲ用 ヒタル實験 成績 二

劣ル腿無 キコ トヲ實誇 セルモノ トー致 ス

ル トコ◎ナ リ糠 故 二 操作上安全 ナル「フ

オルマ リ ン」塵置菌液 ヲ使用 シ差 支ヘナ

シ ト信 ズ.

第2同 目試験

ee第1同 目試験 二於 テ填塞 中発疫腿 ノ減退

セル タメ、第2回 目試験 二於 テハ、第1

同O.5mg、 第2同1.Omg、 第3同2.O

mgト7日 ノ間隔 ヲ以 テ皮 下二 接 種 シ、1

填 塞開始 ト共 二 第4同3.Omgヲ 接 種 シ

タ リe墨 汁注 入 モ1日1同 宛7日 間 ト改

メ タリ。而 シテ其 ノ成績 ハ第3表 乙轟示

ス如 ク,填 塞 セル動物群 轟於 テハ、封 照

群 二比 シ、喰菌 力低下 セル プ示 ス.

叉 、填塞休 止後第3週 目 ヨ リ機能恢復 セ

ル如 ク見ユルモ、例籔少 ク断言 シ得 ズ。 ・

次 二墨汁∴ テ網 状織 内皮細胞 ヲ墳塞 スル

コ トニ依 テ発疫禮産 生二影 響 スル慮 アル

カ、 テ試瞼 スベ 久 健鴬家兎 ノ静脈 内二

12回 墨汁 テ注 入 シテ、後 チ、 「チ フス」生

薗 ノ皮下接種 ヲ行 ヒ喰菌現象 テ以 テ抗 膿

第4表
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産 生 ノ清長 ヲ見 タルニ、第4表 二示 ス如 ク第3吹 二喰菌現象 ト同時 二又凝集 反癒 ム ヨリ墳塞 セ

表實験 ト同 ジ ク、 墨汁注入群 二於 テハ封照群 ニ ル家 兎 ト、 セザル家 兎 トノ間二差 アル カテ比較

比 シ喰菌牽低 シ ト思 ハル。 試験 せリ。(第5表)

第5表 ゼヰフス、菌 ヲ以テ・Yタル凝集反磨試験

〆

喚

冨

凄

ピ

、

ノ

奪

も

華

き

倍翻

一2一

一

ーー

ー

一……

窪

…±十逼督

嵩軒督

滞

一

「
一

ー
一羅

±
…§

一
十

一一

一一一

一ー

…±
一一一

十
[

榊柵 鑑

ー

…

一幽一"
十什

一一一

1十曾…柵 ー{

…

…
一一ー一

±…ー十卦柵

.

.

倍

一一
ー十什柵

}ー

…

禰一
±十

ーと
　

…i

…

一
十十ーー朴

±十朴什

一

一

一

一

一

一

倍

一騨
±

璽ム

一

倍

㎝隔

-

ー

τ

ー

…

十
一

…

ー

一

蟻

峯

釦

な

ー

測
ー
…
}
倍oo鎚

一一奉…

ー匙

筆
±十

輔
十ー…唯甘替

一ー

一

一

十
唱

一

ー

ー一
十

㈱囎、個㎜,倍
。脚 嚢

τ粁

一

±十昔ー
柵「、

赫柵

一

ξ

十什
ー

柵柵

柵ー…i柵惜柵

+　
+

ξ

一ートー…

6

惜柵柵柵
……

一一
十什榊柵

甕

-

桝

督柵ー柵榊肝

ー

;

…
き
…
ー
き
…

ー

F
ー

{ー

ー

ト
…

…
一一;

{

十』骨

一一
±十

ー

…

ー

廿柵柵
一一欄

ーき

ー±十

ー

什柵

倍㎝膏 ,糊

一
十

一ψ一

十十

十十

±

旨

十

柑

柵

柵

柵

軍

声-

込
+

注
一 一

…ξ±ー料柵

督惜ーー
ー柵柵

響

…ー

死 {

一"
十島

ー甘柵

十督卦-帯榊

十督榊ー禍柵

什

禍

.
罷

ー
郵
1
～

}

ー

{
ー

他㎜

喰訳

、

動罎……～別組{ーξ……探日清月血血

↓
諜
-

惜

十

督

骨

赫

帯

ザ 十十

十

十

什

r

十

!

十

十

}

　

ミ

十

惜

柵
ー

号

ゴ
ー

,帯

柵

＼

ノ
汁墨朋14

↓
㎜⑳

し
I

r

柵柵 ξ

督

卦ーー

6

…

1

-

i

ー

十

什

惜

柵

惜

十

朴

ー帯

倍

酢
＼
輪 柵%¥

柵鵬
毒

運

柵30
垂

柵13

…や

入

帯14

柵励

「

柵

什

什

帯

帯

…

刃汁墨塒3
↓皿⑳

十

赫

帯

帯

十

什
ヨ

お

鵬
30

13

14

勘!…
韮

羽

%7

}

30

14

励ド……ー

ー
認 お

鵬
30ーー

し

14

励

…

箆

16

24

1

ジ御

7夢
柵2

12ー

16
41

9和……辱

12

16入

別組

汁

前墨注

ー汁群入墨注

群照封

汁
群入墨注

群照野

汁
群入墨注

壬
`

ーレ

…

弓…

三

群照封

.

汁

前入墨注

汁
群入墨注

…照封

ー

汁
群墨注

探
日清月血血

舳鋤

密腿17

【

腿26

譲

堰22

伽19

取

期



第7號 】 桑原。中村=網 歌織内皮細胞系統 ノ機能封鎮 ト免疫 トノ關係二就テ 獅

一 一 田

野 照ヌ
1柵1十 十

「 旺Lコ 十 十 }

二
±

}　

2・ 柵 惜
胤 一 柵 甘

臨

什
一

十

i墨 汁

1注 入群21/1

⑫ 一 二柵1什
　

十
… …

十

± 一 幽

…

一

…一 　一 ト

116、 柵i惜

一

十 ± 一 嗣

封 照
「1十 什

柵1十 十 十 十

鵯

± 一

}一 一芝

柵

一1一

帯 帯 什 十 ± 醐

8/皿

墨 汁 …

注入隼

ll

12柵

i
督 十 ± _1_

}
一

封 贈 一
…

}1i十 十
十 一i

十 十

}

十 ・ ・一一

1

一
_一 一
一

{

2、 惜 十十 十 十

…}

十1一

増田氏 ハ、正常家兎二「づロイド」物質 ノ大量 テ

注射 シテ網状織内皮細胞系 テ墳塞 シタル場合、

郷 産生極麟 制セラ蛙 常家兎ノ乏
一 踵 二止マル 唾 ベタリ・転 ノ儲 核免疫
鯉 ト網状織 内皮細胞系 トノ閣係 テ

、墨汁 ヲ以 テ墳

塞 セル家 兎二、結核菌 テ接種 シ、ヂッベル ク リ

ン」反鷹 卜二共 二血清 内凝 集素拉 轟 補盟結合抗艦

ノ登生 ヲ見 タルニ、一定期間 ハ大罷過敏性抗盟

ノ消長 ト ー致 スルモ逐 日李衡的 關係 ラ維持 スル

コトナ シ、 要 スルニ凝集 償 ト結核発疫 ノ潰長 ト

第 6

ハ必 ズシモー致 スル トハ限 ラズ ト推噺 セラ レタ

リe而 シテ我kノ 實th・za依 レ バNo.12二 於 テ

凝 集償 ノ低 下 テ見 タルモ、其他 ノ家 兎ハ殆 ド差

異 ヲ認 メラ レズ。

3、 葡萄封犬球菌免疫5網 獣織 内皮細胞系 トノ關

係

先 ヅ10匹 ノ健鴬家 兎 ノ葡萄状 球菌 々液 二封 ス

ル喰 菌 度 チ検 スルニ第6表 ノ如 シ。

i弦二於 テ該家 兎 ラ晃疫 スルニ葡萄獣球 菌Denis

株 ヲ以 テ シタ リ郎 チ普通寒天斜面24時 間培養

表

第7表 葡萄状球菌 ヲ以テシタル試験成績

組

別

動記

物號

証
注
射

瑠
死
菌

131X皿 ・41X皿}19剛2・/X五

ミ く

}1
・1

笙

組
(墨

汁

注

入

群
)

{脊 黄i1・0搬91・Omg…'・Omgl2・Omg2・Omg

頭 黄,,

尾黄

ぐ

21/職26/Ut

∵"

2.Omg 3.Omg

第

二
組
(
封

照

群

)

響

右耳
黄

鼻黄

,サ ㌧ 餐

L_

"/"一'

ll

_」
,夢{,,

舞レ

幣 麟
10/1

3.。mg…3.。mg

1111

坤率

『」



讃 桑原・中村=網 状織内皮細胞系統 ノ機能封鎮 ト免疫綱トノ闘係二就 テ 【第19巻

ー
16/1

蓼讐

1η118!1;23/1↑2411…
}

"㌦ レ ー"
li

2511

墾参

8!皿

喰楡
菌査
巖 鼎2・ 雀鵡i濃 麗 綴;蹉幾
集旛,汁 入始"止 菌査i集 磨 菌査 集懸

i

…

準

～
ー

…

ー

…
匪

i!

1.0搬9

1{i}

1舳gl1'Omg:1'5mg塑

;
}1,

…

1.5mg
501}

刷"5㏄5㏄1
望i"1÷{

…

7ひ

{

■"
i

墾繋 昏 響事 ,,

隅{"15㏄;5㏄
ll

13
-

8
,,

3
-

2
撃,

黍,,墜

:

・■"

　

窒警

…
1

"死 レ レ / / ,肇 /
畦

,穿

,雲
;""}""

25

10
嚢ぴ / /÷"÷"

掌夢

撃隻

,舗

:}{

■ 一"

}
,,,, 死 / / /、

{

、/1"

ヒ
i"

/ 嚢警

警塗

1
"}"㍉

1』 趣
"{"「 歪 ,, / /1/ / ,,

第8表 葡萄状球菌 ヲ以テジタル凝集反懸試験

8/E

墨 汁
注入前

糊i隷 轡
育

10倍

墨 汁
注入群

封照群

黄 柵

頭 黄 冊

鼻 黄 帯

耳 黄 惜

50倍 100倍150倍 200倍250倍

}

十

300倍

+

+

督

十

　劃 藝 十

トー一一1十
十

十

400倍

(8/11→20/11墨 汁 注 入

11M

81皿

脊
頭
玉

脊
董

耳

汁
群

照

汁
群

入

入

墨
注

封

墨
注

照

黄

一黄

一黄

一黄

一黄

}黄 什

十

一十

一十

}十

[十

一十

+
』
+
』
+
一

+
三

+

1_

÷
一i

-一二二1-
一;一

ノモ ノヲ生理 的食騒水S浮 游 セ シメ、6匹 ノ家

兎 二始 メ死菌(擁 氏80度30分 加熱/1。Omgヲ

3日 間連緬接種 シ、4日 間休 ミ、 次2.Om9ヲ

3日 間接 種4日 間休 ミ、 次3.Omgト シテ3日

間接種 シ4日 間休 ム、 次 二生菌 ヲO.5mg次 テ

1.Omg.次 デ1.5mgy死 菌 接種 ト同様 二4日

ノ聞隔 テ見 テ皮 下 二峯妾種 シタリ.

而 シテ、最終 ノ繭接種aり14日 後6匹 テ2分

シ、第 ユ組 ノ3匹 二、10日 問 叢汁 ヲ 注 入 シ網

駄織 内皮細胞 テ墳 塞 セ シメタリ。墳塞 セル家 兎

ト、 セザ ル家 兎 トノ間 二喰菌現象 凝集反癒債

ノ測定 二依 リ免疫盟 ノ消長 ヲ検 シタルニ第7表

ノ如 シ.

此 ノ第7表 ラ見 ル・・…其 ノ成績 著明 ナ ラザルニモ

セ ヨ網 状織 内皮細胞 ヲ墳 塞 セ シメタル寡 兎ハ封

照群 二比 シ喰菌率低 下 ヲ認 ム.コ レヲ凝集反慮

ヨリ見 ル∴、第8表 ノ如 ク シテ、墨汁注 入群 ト

封照群 トノ間 二凝集反癒 償 二 殆 ド差 テ認 メ得

ズ.

第三、結 論



 It  7,PI] 會 報 蛇 二 雑 報 557

第三、 結

1、 牛型結核菌〈三輪株〉ノ生菌皮下接種テ行 ヒ

タル家兎二、墨汁テ以テ網状織内皮細胞テ侵害

セシメ、一定間隔 テ置キ喰蔚現象二3リ 、網歌

織内皮細胞系 ノ侵害塵置 テ行ハザル封照動物 ト

ノ喰菌率 ヲ測定 シ、比較 セル∴、侵害 ヲ受 ケタ

ル者ハ、封照動物工比 シ、著明二其 ノ低下 ヲ認

ム。尚該家兎テ剖検 シ、肉眼的二観察 スルニ,

墳塞テ受ケシ者二於デハ,受 ケザルモノニ比 シ

病痩程度強 シ。

乳 腸「チフス」菌テ以テ発疫操作 テ與ヘタル家

兎二墨汁テ注 入シ、網状織 内皮細胞系 子侵害セ

シメ侵害セシメザル封照動物 トノ間 ノ免疫艦清

長 ノ差 ヲ喰菌現象及 ビ凝集反慮二依 リ比較観察

シタルへ 墨汁注入群ハ封照動物二比 シ喰薗率

ノ低下ヲ來 スモ1凝 集償二於テハ然 ラズ.又 豫

メ墨汁ヲ以テ墳塞セ シメタル家兎二生菌ヲ接種

論

シテ喰菌力 強 シ抗膿 康生 ノ如何 ヲ見 タル轟前

ト同様 ナル成績 テ得 タ リ0

3、 腸rチ フス」菌 ヲ「ホ ルマ リ ン」ニ テ殺 薗 セル

喰菌液 ト、生菌 々液 ヲ以 テ ノ喰菌現 象轟於 テハ

大差 ヲ認 メラレズ。

4、 葡 萄歌球薦 ニテ冤疫 サ レ タ ル家 兎血管 内

二、 墨汁 ヲ注射 シ網状織 内皮細胞系 ヲ環 塞 セ シ

メr喰 菌現象及 ビ凝集反慮 ニ ヨ リ封 照群 トノ間

ノ抗罷 ノ清長 ヲ見 ルニ、網状織 内皮細胞系 ヲ墳

塞 セ シメタル家 兎ハ喰菌 力ノ低 下 テ來 スモSlide

凝 集 試験 二於 テハ封照 トノ間 轟大差 ヲ認 メラ レ

ズ0

欄 筆 スルニ當 リ恩師渡邊博士 ノ御懇篤 ナル御指
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 5)  Die  Diazo-  und  Urochromogenreaktion  des Harnes der  Tuberkulösen entsprechen 

nicht immer der Tryptophanreaktion ihres  Sputums, aber in bezug auf den Wert  fur 
Prognosestellung sind  sic  wohl fast gleich. (Autoreferat.) 

 On the Susceptibility of Cats for  Tubercle Bacillus. 

                            Part III. 

                              By 

                                Tadami Kuwahara. 

                                 (The Kitasato Institute.) 

    We have already reported twice previously that cat is not susceptible to human 
type of  tubercle bacillus. In the present paper we wish to report on the study concer-
ning the causes of this absence of susceptibility. 

    1. Fate of human type of tubercle bacilli inoculated in travenously to  cat  : When 
5.0 mg of tubercle bacilli is intravenously inoculated the organisms remain in blood for 
a certain period of time, but disappear gradually. No tuberculous changes are, however, 

produced in liver, lung, spleen, kidney and lymphatic glands. 
    2. Bactericidal action of serum and growth inhibitory action of whole blood of  cat  : 

Serum of normal cat has no bactericidal action, nor whole blood inhibitory action of 

growth of the organisms. 
    3.  Phagocytosis  : Phagocytic test according to the Ohtani's method showed 30 to 

 37% for human type and 1 to  3% for bovine type. 
    4. Relation of blocking and  susceptibility  :  Injection of India ink or benzol redu-

ces phagocytic action for human type to 1 to  9%. Injection of 5 mg of human type 
intravenously infects definitely in blocked cats. 

    Thus the mechanism of insusceptibility of cat for human type of tubercle bacillus 
appears to be due to the high  phagocytic action of serum of normal cat. 

                                                                          (Autoreferat.) 

 On the Relation of Immunity to the Disfunctioning of the 

                  Reticulo-endotherial Cellular System. 

                             By 

                   Tadami Kuwahara and  Toshiko Nakamura. 

                                (The Kitasato Institute.) 

    It is a well known fact that  reticulo-endotherial cellular system is the seat of 
antibody production. In order to determine  the. fate of immune bodies in relation  to 
disturbance of the function of reticulo-endotherial system we made the following  ex-

periments. After  immunising rabbits with tubercle bacillus, typhoid B. or staphylococcus 
the animals were injected with India ink to block reticulo-endotherial system . Then the
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fate of antibodies was followed by  peagocytic and  agglutinin tests. The  follow-1

results were obtained  : 

    1. Phagocytosis of rabbit, which is immunised with bovine type of  tubercle  B. 
was very much reduced after blocking with India ink.  Autopsies showed more marked 

 pathologicd changes in the blocked animals than  in the control animals. 
    2. Phagocytosis of rabbits, which had been  immunised with typhoid B. or staphy-

lococcus was also reduced in the blocked  animals than in the  control animals. Agglu-

tution, however, showed no difference. 
    Thus it may be said that blocking of  reticulu-endotherial system with India ink 

reduces phagocytic action of immunised animals, but such procedure does not disturb 

agglutination  action.  (Autoreferat.',




